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（法 律）
O 大学等における技術に関する研究成果の民間事業者へ
の移転の促進に関する法律（52)
（ 平10. 5 .  6 官報号外第88号）
O 平成10年分所得税の特別減税のための臨時措置法及び
租税特別措置法の一部を改正する法律（84)
（ 平成 10. 5 . 29 官報号外特第8号）
（政 令）
O児童手当法施行令の一部を改正する 政令 (187)
（ 平10. 5 .  29 官報号外第106号）
0 平成10年分所得税の特別減税のための臨時措置法施行
令の一部を改正する 政令 (192)
（ 平10. 5 . 29 官報号外特第8号）
（省 令）
O 平成10年分所得税の特別減税のための臨時措置法施行
規則の一部を改正する省令（大蔵62)
（ 平10. 5. 29 官報号外特第8号）
（規 則）
O 人事院規則1 1- 8 （職員の定年）の一部を改正 する 人
事院規則（ 人事院1 1-8-9 )
（平10. 5 . 27 官報号外第103号）
ミ』司司
第2回附属図書館商議会（5月 6 日）
（審議事項）
(1) 平成10年度大型 コレクション 及び自然科学 系 図書
資料の要求について
第1回施設整備委員会（ 5月19日）
（審議事項）
(1) 平成11年度国立学校施設整備費概算要求について
第2回事務協議会（ 5月19日）
（議 題）
当面の諸課題について
第1回学寮委員会（ 5月21日）
（審議事項）
(1) 平成10年度の負担割合について（ 光熱水料）
(2) その他
第2田部局長懇談会（5月22日）
（議 題）
(1) 当面の諸問題について
(2) その他
第2回評議会（5月22日）
（審議事項）
(1) 平成1 1年度概算要求（案）について
(2) その他
第1回自己点検評価委員会（5月22日）
（審議事項）
(1) 平成9 年度自己点検評価について
(2) その他
第1回数養教育委員会（5月22日）
（審議事項）
(1) 平成10年度教養教育経費の要求について
(2) その他
第2回授業料等減免選考委員会（5月28日）
（議 題）
(1) 富山大学授業料免除者選考基準について
(2) 平成10年度前期分授業料免除者の選考について
(3) その他
第1回入学試験委員会（5月28日）
（審議事項）
(1) 平成11年度入学者選抜試験の実施に伴う基本方針
（案）について
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(2) 平成11年度入学者選抜実施教 科・科目等（案）に
ついて
(3) 平成10年度入試等に関する情報 提供について
第1回数務委員会（ 5月28日）
（審議事項）
(1) 教 務 情報 システムにおける個人情報 保護要項（暫
定）について
(2) 学年暦 の改善 方策等について
(3) s cs （ スペ ース・コラボレーション ・システム）
について
ミ3
報
第1回国際交流委員会（ 5月28日）
（審議事項）
第401号
(1) 平成9 年度富山大学 国際交流事業基金決算につい
て
(2) 平成10年度富山大学国際交流事業基金予 算（案）
について
(3) 平成10年度富山大学国際交流事業基金各種事業 の
選考について
(4) 平成10年度富山大学 国際交流後援会事業の選考に
ついて
(5) その他
司
平成10年度富山大学国際交流事業基金による各種事業の採択
0 第 1種海外派遣事業（ B) 
部 局 職名 氏 名 派 遣 期 間 訪 問 先 研 究 課 題
経済学部
慶 南 大 寸，，，ミa， 校 ファ ジイ理論の数学的理論とそ
教 授 中島 信之 10. 6.17～ 10. 6.24 ( 8 日間） 江 原 大 十且4 校
（ 大 韓 民 国 ） の応用に関する研究
理 学 部 教 授 東川 和 夫 10. 9. 13～10. 9.26 (14日間）
ト ロ ン ト 大 学 複素有界領域の幾何学的解析構
（ カ ナ ダ ） 造について
工 学 部 教 授 北野 博巳 10. 9.27～ 10. 10. 3 ( 7日間）
Zakopane 市 超分子系のバイ オ センサーへの
（ ポ ー ラ ン ド ） 応用に関する研究
工 学 部 講 師 佐山三千雄 10. 7. 14～10. 7.22 ( 9日間）
エヴァーグリーン大学 Aファ ージを用いたdinitroben
（ アメリ カ合衆国） zaldehyde結合蛋白質の検索
0 第2 種外国人研究者招へい事業（ B) 
申 請 教 ，邑」一・ 招 へ い 研 究 者
招へい期間 研 究 課 題
部 局 職名 氏 名 氏 名 所属・職
10. 8.30～10. 9. 2 
Jin Hanmin 
吉林 大学物理系教育学部 教 授 清水 建次 ( 4 日間） （金 漢民） 教 授 希土類金属間化合物の磁性
（ 中華人民共和 国）
10. 6.2 1～10. 6.24 
Paul Riethmuller クウィーンズランド
経済学部 助教授 新里 泰孝 ( 4 日間）
（ポールリースミューラー） 大学経済学部 日本と豪州、｜ の農業政策
（ オーストラリア） 上級講師
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0 第3 種外国人留学生への奨学事業
フ リ 守g 名氏 性別 国 籍 学籍番号 所 属 学年
任 暁 コ剛ウ 男 中 国 9721120361 教育学研究科 教科教育専攻 2 
楊 出華 女 中 国 9821120241 教育学研究科 教科教育専攻
張 鷲 男 中 国 9630021265 経済学部 経営学科 3 
林 海 男 中 国 9650011417 工学部 電子情報 工学科 3 
孫ゾウ コウ 軍グ " 甲 男 中 国 9730011637 経済学部 経済学科 2 
エン 哲テ ., 
豪延 男 中 国 9730021240 経済学部 経営学科 2 
0 第3 種外国留学への奨学事業
氏フ リ ガ名ナ 性別 学籍番号 所 属 学年 留 二主込子4 先 留 学 期 間
友 イルクーツク国立言語総合大学三輪 恵 女 9610030839 人文学部 言語文化学科 3 平成10年4月 1日～（ ロシア連邦） 平成11年3月31日
平成10年度富山大学国際交流後援会事業（外国人留学生への宿舎費補助）の採択
フ プY 名ナ氏 性別 国 籍 学籍番号 所 属 学年
哀 ギ暁ョウ 偉 女 中 国 9831120058 経済学研究科 企業経営専攻
プド4ダーエザT ヴ＜tト・11
女 ロシア連邦 経済学研究科 企業経営専攻KHOUDOUGOUEV A VI白ORIA 9831120085 
ロゥ iコ共ウ 材く自日 男 中 国 9550011371 工学部 電子情報 工学科 4 
張 鷲 男 中 国 9630021265 経済学部 経営学科 3 
， ユン 基4' 魯 イ命 男 韓 国 9850025070 工学部 機械システム工学科 3 
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異動区分 発令年月 日 氏 名 異 動 前 の 所 属官 職 異 動 内 合庁、．
ソコロ7 イーゴjレ
助教授 工学部（電気電子システム工学
採 用 10. 5. 13 
ウラジミロヴイチ
科電気システム工学）
任期 平成13年3月31 日まで
助 手 工 学 部昇 任 10. 6. 前回 寧 （物質 生命システム工学科応用化学） 助教授 福井大学 工学部
配 置 換 10. 5. 11 坂本 江見 助 手 経済学部（経営学科管理科学） 助 手 教育学部（技術教育）
｛井 任 10. 5. 11 米国 政明 教 授 工 学 部 生涯学習教育研究センター長（～12. 5 . 10) 
，， 山西 潤ー 教 授 教育学部 総合情報処理センター長（～12. 5 .10) 
職務 命令 10. 5. 11 坂本 江見 助 手 経済学部（経営学科管理科学） 総合情報処理センター勤務 を免ずる
，， 坂本 江見 助 手 教育学部（技術教育） 総合情報処理センター勤務 を命ずる
昌司l�®
総合情報処理センター長に山西教育学部教授が就任
総合情報処理センター 長の
任期が平成10年5月10 日で満
了する ことに伴い， 去る 3 月
17 日ω開催の総合情報処理 セ
ンター運営委員会において，
次期センター 長候補者の選考
が行われ， 山西i問 一教育学部
教授が選出されました。
山西教授は， 昭和55年3月大阪大学大学院基礎工学研
究科博士課程を修了後， 同57年6月富山大学教育学部附
属教育 実践研究指導センター講師に採用され， 同59年6
月間助教授に昇任， 平成元年3月間教育学部助教授に配
置換， 同 4 年4月同教授に昇任され， 現在に至っています。
任期は， 平成10年5月1 1 日から2 年間。
専門 は， 教育工学， 人間工学。 工学博士（大阪大学）。
富山県出身。
（就任の抱負）
図らずも新装なった総合情報処理センターのセンター
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長をお引き受 けすることになり， その責務 の重大さを鑑
み身の引き締まる思いであります。 思い返せば4 年前，
当時副 センター長として， 誰でも， いつでも， ど こでも
コン ピュータが活用できるキャンパスネット ワークの構
築を目指して努力していたのが夢のようです。 今や学内
には A TMLA Nが張り巡らされ，2,000台近いコン ピュー
タが接続され， 自宅から学内のネットワークを利用する
ユーザも急増していると聞いています。 世はまさにイン
ターネットの時代であり， 情報環境が大学の教育・研究
の充 実に不可欠のものになってきています。 研究のみな
らず， WWWを活かした新しい教育 の方法や教育支援の
方法もどんどん開発されてきています。 ハードウェアや
ネットワークの充 実のみならず， 今後はそこに流れる コ
ンテンツの質が問われる時代でもあります。
総合情報処理センターが学生・教官の教育 ・ 研究支援
はもとより， 富山大学から大学の知的資源を国内外に発
信する核となるべく， 微力ながらその役割を果たしたい
と考えております。 ご理解とご協力を賜りますようよろ
しくお願い 申 し上げます。
平成10年6月発行
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叙 勲
去る 4月29 日付けで， 平成10年春の叙勲が発表され， 本学関係では次の方々が受 章されました。
名誉教授 杉本新平 勲三等旭日中綬章
勲三 等旭 日 中綬章の叙勲にあづかり， 多くの方々の御 親愛と御 力添へに対し，
感謝いたしております。
敗戦の翌年金沢工専に奉 職して以来 ， 富山薬専， 富山大学文理学部， 教養部な
ど， 40余年の歳月を教師一筋につとめて参りました。 特に大学教育における教養
学（人間学・基礎学） の重要性について奮闘してきた ことが思い出されます。 し
かし， その教養部も廃止されたのと裏腹に， 社会の不正非道が蔓延し． 今 更また
人間教養の大切さが反省されっ、ある ことは， 全く皮肉な ことと存じます。
私は， 教育 の根幹は， 今も昔も教養主義一道にある ことを確信し， これからの
大学教育の充 実と発展を祈念いたします。
名誉教授 井村定久 勲三等旭日中綬章
このたび， 春の叙勲に 際し， 勲三等旭 日 中綬章拝受 の栄に浴し， 身に余る 光 栄
と存じております。 これは偏に富山大学教職員の皆々織の数々の御 指導と御 協力
の賜と深く感謝しております。
去る 5月12 日， 国立劇場において勲記と勲章の伝達をうけ， ついで， パスにて
坂下門 より皇居に参入し， 長和 殿の春秋 の聞において天皇陛下に拝謁し， ね ぎら
いと励ましの御 言葉を賜り， 大変感動いたしました。 南車寄において記念撮影を
した後， 乾門 より皇居を退出して参りましたが， 文字通り身のひきしまる ， 誠に
緊張の 1 日でございました。
今後は， この栄誉に恥じないよう一層の精進を重ねて参りたいと考えておりま
す。
終わりに， 富山大学の益々の御発展を祈念いたしております。
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一一 新たに6氏が本学名誉教授一一
名誉教 授の称号授与される
本年3月末をもって退職されました藤井一行氏， 奥貫晴弘氏（ 以上元人文学部教授に笹尾靖也氏， 中川鉾氏 （ 以上
元教育学部教授）， 吉原節夫氏（ 元経済学部教授）及び堀越叡氏（元理学部教授）の6 氏に平成10年4月 17日 付けで名
誉教授の称号を授与することが決まり， 去る 5 月1 日 幽に時津学長から称号記が伝達されました。
以下に新名誉教授を紹介します。
名誉教授
藤 井 一 行
一橋大学大学院社会学研究科
修士課程修了
社会学修士
同氏は， 昭和35年 3月一橋大学大学院社会学研究科修
士課程を修了， 同40年3月間大学大学院博士課程を単位
取得後， 同42年4月札幌大学外国語学部助教授に採用と
なり． その後． 同47年4月金沢大学教養部助教 授に採用
され． 同51年7月同教授に昇任， 同53年4月 富山大学人
文学部教授に配置換となり， 平成10年3月31日限り停年
により退職されました。
同氏は， 本学教官として着任以来20年の永きにわたり．
人文学部 語学文学科においてはロシア語・ロシア文学を，
また． 国際文化学科では日ロ文化関係論を担当し， 常に
厳正 な教育姿勢のなかにも終始懇篤な温情をもって， 学
生の教育・指導に当たり， 多数の優秀なる研究者， 教 育
者を育成し， 信頼しうる人材を社会に送り出されました。
また， 留学 生の受入れにも積極的に取り組み． 教 育 ・
名誉教授
奥 寅 晴 弘
東京大学文学部ドイツ
文学科卒業
文学士
同氏は， 昭和30年3月東京大学文学部ドイツ文学科を
卒業後， 同年4月独協学園教 諭となり， 同37年10月 富山
大学文理学部講師に採用され， 同40年10月間助教 授に昇
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指導に当たるとともに平成 8 年3月ロシア連邦イルクー
ツク国立外国語教育大学英 語学部と富山大学人文学部と
の学術交流協定の締結に尽力されました。
この 間， 学内においては， 人文学部教 務 委員会， 同 予
算委員会． 同将来計画委員会等の委員として， 学部 の充
実・発展に多大なる貢献をされました。
一方， 学術研究面では， ロシア思想史を専攻分野とし，
19世紀ロシアの文化思想とロシア・マルクス主義につい
て研究を行い， ペリンスキー， チェルヌイシェフスキー，
ドブロリューボフ， ピ サー レフ等体制変革を志向した思
想家たちについて， 彼らが体制変革という課題とのかか
わりで総じて文化（ 主に文学や知的活動）のあり方をど
のように位置づけていたか歴史的に追求した。 また， ス
ターリン体制成 立以 前のロシアのマルクス主義者たち ，
とりわけレーニン， トロッキー， ルナチャルスキー， ヴ
オロンスキーなど初期ソヴエト政権を担ったマルクス主
義者たちについて， その社会主義的自由の理念と展望を
探り， スターリン主義に汚染されていない本来のロシア・
マルクス主義というものを明らかにし． その研究成果は，
多数の著書・論文として発表され学界においても高く評
価されました。
任， 同42年4月同 大学教養部助教授に配置換， 同52年4
月同教授に昇任， 平成 5 年4月同 大学人文学部教授に配
置換となり， 平成10年3月31日限り停年により退職され
ました。
同氏は， 本学教官として着任以来3 5年の永きにわたり，
文理学部文学科， 人文学部言語文化学科及び教養部にお
いてドイツ文学， ドイツ 語文法及び教養ドイツ 語を担当
し， 常に厳正な教育姿勢のなかにも終始懇篤な温情をもっ
て， 学 生の教育・指導に当たり， 多数の優秀なる研究者，
教育者を育成し， また． 信頼しうる人材を社会に送り出
平成10年6月発行 ふ与ι・子
されました。
この間， 学内においては． 教 務 委員会委員． 人文学部
教 務 委員会委員長． 同 自己点検評価委員会委員， 同 入学
者選抜方法検討委員会委員等を歴任し， 大学及び学部の
充 実 ・ 発展に多大なる貢献をされました。
一方， 学術研究面では， セルヴァ ンテスから始まるヨー
ロッパ近代小説の歴史の中で ヨーロッパ文学の発展が
ドイツ文学側からいかなる寄与があったのか， 重要な寄
与をしたと目されるロマン派のホフマン， カフカ， ムー
ジル等の作家について， 文学史的視点からではなく作家
名誉教授
笹 尾 靖 也
東京大学大学院博士課程修了
理学博士
同氏は， 昭和 35年3月東京大学大学院博士課程を修了
後， 同年4月武蔵工業大学助教授， 同39年4月中央大学
理工学部助教授， 同41年4月東京女子大学文理学部助教
授， 同42年9月東京工業大学理学部助教授， 同5 4年2月
同 教授を経て， 平成5 年4月富山大学教 育学部教授とな
り， 平成10年3月31日限り停年により退職されました。
この間， 数学者として38年の永 きにわたり研究に精励
名誉教授
中 川 昨
奈良女子大学家政学部
食物学科卒業
医学博士
同氏は， 昭和30年3月奈良女子大学家政学部を卒業後，
同年4月福岡高等栄養学校教 師（同 校は昭和32年4月中
村栄養短期大学に改組）， 同32年4月中村栄養短期大学
助手． 同36年4月間講師を経て， 同40年1月 富山大学教
育学部講師， 同45年8月間助教授， 同56年2月 同 教 授と
なり， 平成10年3月31日限り停年により退職されました。
この間， 43年の永 きにわたり教 育・研究に精励される
報 第401号
自体の特異性を探りだすという視点から解明 した。 この
ことは，「ウルダルの泉」，「ウルダルの泉 （その二）」，
「カフカの『日記Jについて」，「静かなムージルの誘惑」
として論文にまとめられ， その成果は高く評価されまし
た。
また， 学外においては， 日本独文学会北陸支部選出理
事， 日本ゲーテ協会理事， 日本ゲーテ協会富山支部常任
幹事等を歴任し， 日本独文学北陸支部選出理事として，
平成5 年10月本学を会場として開催された日本独文学秋
季研究発表会の開催に尽力されました。
されると共に， 熱心に学 生の教 育・指導に当たり， 幾多
の有能な人材を社会に送り出されました。
一方， 学内においては， 数多くの各種委員会等 委員を
務 め， 大学及び教 育学部の管理運営に尽力し， その発展・
充 実に寄与されました。
また， 研究面では， 専門 分野である位相幾何学の中の
ホモト ピ一理論の研究に永年携わってこられ， 学会等に
研究成果を積極的に発表． 特に富山大学において， 主目
的を写像空間の連結成分 懸垂空間から一般位相空間へ
の写像類の作る群について， その非可換性の面に力 を注
ぎ， 数編の論文を発表されました。 具体的計算から始ま
り， 一般的定理の獲得へと進む本研究は， 国際的にも 論
議されるなど， 期会においてその功績は高く評価されて
います。
と共に， 熱心に学生の指導に当たり， 幾多の有能 な人材
を社会に送り出されました。
一方， 学内においては， 数多くの各種委員会等 委員を
務 めると共に， 昭和63年4月 からは， 2 期4 年にわたっ
て富山大学教 育学部附属中学校 長を併任されるなど， 大
学及び教 育学部の管理運営に尽力し， 本学の発展 ・ 充 実
に寄与されました。
研究函では， 主に食物学と家政教 育学の両分野におい
て精力的な研究を行い， 特に， ビタミン B1欠乏ラット
における肝細胞のポリゾーム崩壊に伴うR N A並びにタ
ン パク質の 生合成の減少を明らかにし． 栄養素欠乏時に
おける 生体の衰弱の機 作を生化学的に解明 するなど， そ
の研究業績は期会に高く評価されています。 さらに， ド
イツ家政学（エコトロフォロギー）とドイツの家政教 育
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についても多くの論文と著書を記し， 日本にエコトロフォ
ロギーを紹介した功績は非常に大なるものであると共に，
日本におけるこの分野での権威者として後輩の指導に大
きく貢献されました。
また， 同氏は， 栄養・ 食料学会中部支部評 議員， 日本
名誉教授
吉 原 節 夫
九州大学大学院法学研究科
修士課程修了
法学修士
同氏は， 昭和32年3月 九州大学大学院法学研究科修士
課程を修了後． 同32年4月富山大学経済学部助手に採用
となり， 同36年4月間講師， 同39年4月間助教授， 同53
年2月同 教授に昇任し， 平成10年3月31日限り停年によ
り退職されました。
同氏は， 本学教官として着任以来41年の永きにわたり．
民法の担当教官として教育研究に従事し， 常に厳正 の 中
にも終始懇篤な温情をもって学 生の教育・指導に当たり，
幾多の有為な人材の育成に尽力されました。
この間， 学内においては， 昭和63年9月 から平成 6 年
9月 まで富山大学経済学部長として． 昭和62年8月 から
平成6 年9月まで及び平成7 年8月 から同 9 年7月まで
富山大学評議員として深い学識と高い見識をもって大学
名誉教授
堀 越 叡
東京大学大学院数物 系研究科
修士課程修了
理学博士
同氏は， 昭和 33年3月東京大学大学院数物 系研究科修
士課程を修了後， 同年4月 同和 鉱業株式会社に入社し，
その後， 同39年4 月九州大学工学部助手に採用され， 同
47年6 月東京大学理学部助手に転任． 同53年4月 富山大
学理学部教授に昇任し， 平成10年3月31日限り停年によ
り退職されました。
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家庭科教育学会評 議員， 同 学会北陸地 区会長等として関
連学会等の運営に尽力したことのみならず． 富山県教 育
委員， 富山県 生涯教育推進協議会委員， 消費者協会理事
などとして県の教育行政にも大きな貢献をされました。
の管理運営に精励し， 大学及び学部の充実発展に多大な
貢献をされました。
一方， 学術研究面では， 民法特に財産法に関する学界
の主要な研究テーマに取り組み， その優れた研究によっ
て学問上及び裁判上に大きな貢献をされました。
同氏は， 講師時代に民法学界における最大の論争の一
つであり， 一般市民にも関わりの深い「不動産の売買に
よる所有権移転時期Jに関して， それまで学説が表面的
にしか取り上げていなかった裁判例につき， 事実関係を
重視する周到で徹底した総合判例研究をなし， 通説の理
解が不正確であったことを指摘して自説を展開した画期
的な論文によって学界の注目を浴び， 学説が契約成立時
説から代金支払時説へと大転回するのに大きく寄与しま
した。 その後の裁判例もほとんどが代金支払時説に 立っ
ています。
また， 学外においては， 幅広い学識と高い識見によっ
て， 富山地方労働委員会公益委員 ・ 会長， 富山県消費 生
活審議会会長， 高岡市行財政改革委員会会長その他． 国－
県・市等の審議会等の委員を多く委嘱され， その顕著な
功績により労働大臣賞 ・ 自治大臣賞を受賞されました。
同氏は， 本学教官として着任以来20年の永きにわたり，
鉱床学， 地殻進化学を担当し， 常に厳正な教育姿勢のな
かにも終始懇篤な温情をもって， 学 生の教 育 ・ 指導に 当
たり， 多数の優秀なる技術者， 研究者及び教育者を育成
し， 信頼しうる人材を社会に送り出されました。
この間， 学内においては， 将来計画委員会委員， 国際
交流委員会委員等を歴任し， 更に平成6 年4月 から同7
年3月まで理学部地球科学科長を務 め， 大学及び学部の
充実 ・ 発展に貢献されました。
一方， 学術研究面では． 鉱床地質学を専攻分野とした。
鉱床には地球上の変動の些細な相違が大きく誇 張されて
現れることに着目し， この鉱床地質に基づいて地殻の進
化についての研究に取り組んだ。 当初は， 黒鉱型 ・ 別子
平成10年6月発行
尚子
型 などの鉱床の成因について ドイツ学派の堆積説とア
メリカ学派の交代説があり， 主とした研究は鉱床の記載
であった。 昭和 47年にカナダ ・ アメリカ合衆国の大学か
ら招かれた 際， 地球科学の新しい理論体 系として登場し
たプレートテクトニクスによる鉱床成因論を構築した。
これは鉱床自体の成因論よりも， む しろ地球の変動の 中
での鉱床成因論であり， これらの研究の成果は数多くの
著書， 論文として発表され学会においても高く評価され，
平成 5 年6月資源地質学会加藤武夫賞を受賞されました。
幸日 第401号
また， 学外においては， 日本鉱山地質学会評議員， s 
GA (Society for Geology Applied to Mineral Deposi­
ts）アジア担当副 会長， I A G 0 D (International As­
sociation of the Genesis of Ore Deposits ）アジア担当
評 議員． 第二副会長， Mineralium Depositah編集会長を
務 めるなど． 学会の発展に寄与されました。 また， 学術
審議会専門 委員（科学研究費分科会）として， 学術研究
の発展に貢献されました。
平成10年度
富山大学永年勤続者の表彰
- 35年勤続 12名， 20年勤続 19名ー
平成10年度富山大学永年勤続者表彰式が去る 5月29 日
（鉛午後3 時30 分から事務 局 大会議室において行われまし
た。
表彰式には ． 各部局 長をはじめ関係部課長 ・事務 長が
列席し， 35年勤続者及び20年勤続者一人一人に時津 学 長
から表彰状と記念品が贈られ， 引き続き， 時津学長から
祝辞がありました。 これに対して被表彰者を代表して，
工学部井上教授から謝辞が述べられました。
閉式後， 事務 局 中会議室において， 永年勤続者を囲み
祝賀会が開催され， 丹羽経済学部長の乾杯から始まり，
永年の労をね ぎらわれるとともに和やかな雰囲気のなか
で終了しました。
企 学長を囲み記念慣影
-11一
平成10年6月発行 AザUー 報 第401号
なお， 表彰された方々は， 次のとおりです。 (20年勤続表彰）
(35年勤続表彰） 事 務 局 文部事務官 作 井 功
事 務 局 文部事務官 佐 伯 光 雄 学 生 部 ，， 石 川 裕 史
学 生 部 文部事務官 回 中 祥 男 人 文 学 部 文 部 教官 渡 遁 i羊
,, ，， 御 福 隆 ，， ，， 鈴 木 敏 昭
人 文 学 部 文 部 教官 矢 津 英 一 。 ，， 宇 野 隆 夫
4シ 文部事務官 安 部 保 子 人文学部・理学部 文部事務官 絹 石 達 也
教 育 学 部 文 部 教官 山 下 三 郎 教 育 学 部 文 部 教官 深 井 甚 三
。 ’〉 奥 村 義 雄 砂 ，， 広 田 忍
経 済 学 部 文部事務官 三 井 進 ,, ル j賓 名 正 道
今 ,, 坂 東 康 子 ，， ，， 村 上 宣 寛
工 学 部 文 部 教官 井 上 正 美 ，， ，， 大 津 保
今 文部事務官 畠 山 節 子 ，， ，， 松 j幸 敏 彦
附属図書館 文部事務官 真 田 敏 江 ，， 文部事務官 門 前 剛
以上 12名 経 済 学 部 文 部 教官 桂 木 健 次
理 学 部 文 部 教官 小 島 覚
，， ，， 吉 田 範 夫
，， ，， 川 崎 一 閉
工 学 部 文 部 教官 平 浮 良 男
生E学習教育研究セント 文 部 教官 大 石 昂
以上 19 名
東海・北陵地区国立大学学生部部課長会議を開催
第80回東海・ 北陸地区国立大学学 生部部課長会議を，
去る 5月26日（刈 ・ 27日（水jの 2 日 間にわたり， 本学が当番
校となり立山国際ホテルで開催しました。
会議には， 文部省高等教育局 学 生課から馬場就職指導
専門官及び測村事務官の出席を得て， 地区15大学の学 生
部長（ 厚生補導担当副学長）， 学 生部次長 ， 課長など60
人が出席し． 時津 学長 ， 馬場専門官の挨拶の後， 協議事
項， 報告事項について終始 熱心に意見交換が行われまし
た。
なお， 協議事項は次のとおりです。
(1) インターンシップについて
(2) 学 生の懲戒処分の審議過程について
(3) 教 員の学 生に対するセクシャル・ハラスメントの
防止について
(4) ブロックにおける単位互換について
-12 -
(5) 就職指導体制のあり方について
一就職対策委員会等の設置等教 学的位置付けの
必要性一
(6) 厚生補導関係諸会議のあり方について
企 挨拶をする馬場専門官
平成10年6月発行
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渡航の種類 所 属 職 氏 名 渡 航 先 国 目 的 期 間
第7 回「宇宙プラズマと空間物理」 10目5. 3 
外 国出 張 工 学 部 教 授 坂 井 純 一 イ ツ に関する国際会議に出席， 研究発
表 10. 5.10 
ド イ ツ 第12回電気加工国際シンポジウム
10. 5. 7 
，， 助教授 小 原 治 樹
ベ jレ ギ 一 に出席， 研究発表等 10. 5.17 
水素同位 1998年第13回「プラズマ・表面相 10. 5.17 
体機能研 助教授 麗 田 7三じ� ア メリカ 合 衆 国 互作用jに関する国際会議に出席，
究センター 研究発表 10. 5.24 
湿式錯体法によるNOと802の同 10. 5.28 
工 学 部 教 授 熊i峯 英 博 ポ 一 フ ン ド 時除去に関する研究の打 合 せ及び
国際会議に出席， 招待講演 10. 6.10 
「岩石の変形特性に対する間隙流 10. 5. 5 海 外 研修 理 学 部 助 手 渡 遁 了 オ フ ン ダ 体の影響」についての共同研究 11. 5. 1 
大郎市におけるバレーボール ・ イ 10目5.21教育学部 教 授 西 川 友 之 大 韓 民 国 ベント経営に関する調査研究 10. 5.25 
考古地磁気研究に関する研究打 合 10. 5.25 理 学 部 教 授 広 岡 公 夫 大 韓 民 国 せ， 資料の採取 10. 5.31 
日英共同遠隔授業プログラムに関
10. 5.27 
教育学部 教 授 山 西 潤 ー 連 止口〉 王 固 する研究打 合 せ等 10. 6. 3 
⑤⑨⑤⑧⑧⑤ 
氏 名 本 国に お け る
来 学 目 的 本学受入れ先 期 間
（国 籍） 所属機関・職名
クラウス コップ77ーマン 10. 5. 2 
Klaus Kopfermann ハノー フ ァ 一大 学 理学部 ・ 助教 授
共 同 研 究
ド イ ツ 教 授 阿 部 幸 隆
10. 5.29 
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〈住所変更〉
音II 局 名 ，邑ム『． 1裁 氏 名
ザ且4ー 生 奇日
文部事務官
（厚生課専門員）
慶 田 浩
教 E命
七i畢 邦 彦教 育 学 部
（附属養護学校）
経 済 学 部
教 授
芳 賀 健 一
（応用経済学）
助 教 授
青 木 亮，， 
（応用経営）
講 自市
吉 田 竜 司，， 
（比較経済論）
助 手
同 根 正 樹工 且寸4ー 部
（設計生産工学）
〈新任者住所〉
音日 局 名 ，呂�・ 職 氏 名
人 文 学 部
助 教 授
（日本東洋言語文化）
中 井 精 一
助 教 授 Sokolov Igor 
工 寸且んー 音日
（電気システム工学） Vladimirovich 
�（！）司司
本 部
5月1 日 富山大学名誉教授称号記授与式
6 日 第34回12大学教養教育実施組織代表者会議・
事務協議会（国際 ホテル松山）
就職に関する講演会
7 日 平成10年度東海・ 北陸地区国立学校等施設担
当部課長会議（名古屋工事事務所）
東海・ 北陸 ・ 近畿地区学生補導厚生研究会 第
42回総会（大阪ガーデンパレス）
7日～8日 全国国立大学工業系学長懇談会（京都工芸繊
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維大学）
平成10年度全国国立大学教養教育実施組織代
表者会議・事務協議会（広島ガーデンパレス）
11日 国立大学協会第7 常置委員会（学士会館）
11日寸5日 会計検査院会計実地検査
12日～15日 平成10年度国立学校等幹部職員研修（課長級）
（国立オリンピック記念青少年総合センター ）
13日 警察官採用試験説明会
14日 富山県高等教育振興財団連絡委員会（県民会
館）
15日 平成10年度国立大学事務局長会議（三田共用
平成10年6月発行
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28日～29日 国立17大学人文系学部長会議（愛媛大学）会議所）
16日 第50回北陸地区国立大学体育連盟運営協議会
（金沢大学）
18日 自己点検評価委員会委員長 と各専門委員会主
査・ 副主査の打合せ会
19日 第 2 回自己点検評価委員会研究活動等専門委
貝会
富山県大学学生部懇談会（富山国際大学）
20日 文部省共済 組合主管課長会議（南青山会館）
第l回国際交流委員会学術交流部会
21日 富山県大学長懇話会（富山国際大学）
第 4回自己点検評価委員会管理運営専門委員
A 
� 
21日～22日 平成10年度国立大学等経理部課長会議（東京
医科歯科大学）
22日 任用担当官会議（名古屋合同庁舎）
25日 第 4 回国際交流委員会留学生部会
26日 富山地区国立学校等人事担当課長会議（富山
工業高等専門学校）
26日～27日 第80回東海・ 北陸地区国立大学学生部部課長
会議（立山国際ホテル）
27日 第2 回教養教育推進特別委員会
大学祭前夜祭
27目、29日 目立学校労務専掌職員協議会（富士研修所）
28日～29日 平成10年度国立学校等施設担当部課長 会 議
（東京医科歯科大学）
28日～31日 第43回大学祭
29日 平成10年度永年勤続者表彰
事務 組織改善検討委員会
新たな再任期制度を導入するための意見の申
し出の説明会（金沢広坂合同庁舎）
就職問題懇談会（名鉄トヤマホテル）
人文学部｜
5月11日 学部学生生活委員会
13日 学部自己点検評価委員会
学部入学者選抜方法検討委員会
15日 学部教務委員会
19日 学部国際交流委員会
20日 教授会
研究科委員会
26日 「人文学部のしおり」編集委員会
27日 紀要委員会
幸日 第401号
｜教育学部｜
5月6 日 就職指導委員会
学部教務委員会
学部入学試験委員会
7 日 カリキュラム委員会
8 日 附属学校運営委員会
13日 学部将来計画委員会
学部自己点検評価委員会
15日 附属中学校・ 附属養護学校合同運動会
15日～16日 平成10年度教育学部新入生合宿研修（国立 立
山少年自然の家）
19日 自然観察実習センター 委員会
19日～20日 附属小学校教育研究発表会
20日 学部教務委員会
教授会
人事教授会
21日 カリキュラム委員会
21日～22日 日本教育大学協会北陸地区会評議員会（福井
大学）
22日 F付属幼稚園避難訓練
27日 研究科委員会小委員会
28日～29日 春季全国国立大学教育学部長会議（埼玉大学）
29日 学部留学生委員会
31日 附属小学校運動会
経済学部｜
5月6 日 各種委員選考委員会
学部教務委員会
研究科委員会
教授会
19日 学部就職指導委員会
26日 学部教務委員会
27日 期末・勤勉手当における役職段階別加算対象
職員を選考する小委員会
人事教授会
研究科委員会
教授会
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5月7 日 学科長会議
19日 理学部案内編纂委員会
20日 理工学研究科博士前期課程理学部会
教授会
人事教授会
理工学研究科博士後期課程部会
22日 理学部案内編纂委員会
27日 排水安全委員会
国立14大学理学部事務長会議（信州大学）
28日 国立14大学理学部長会議（信州大学）
工 学 部｜
5月6 日 平成10年度北陸信越地区工学教育協会富山県
支部幹事会
8 日 就職指導委員会
ホームページ作成のための講習会
10日 3 年次編入学生オリエンテーション
12日 学部案内編集委員会
18日 入学試験検討委員会
20日 教授会
専任教授会
工学研究科委員会
理工学研究科博士前期課程工学部会
工学研究科博士後期課程委員会
理工学研究科博士後期課程部会
21日～22日 第48回国立大学工学部長会議・ 総会（松山全
日空ホテル）
25日 外国人留学生委員会
26日 電子情報通信学会北陸支部総会
27日 仕様策定委員会（物質構造総合解析システム）
29日 電子情報通信学会 「MEとバイオサイパネテイツ
クス研究会」
幸日 第401号
5月26日 平成10年度国立大学附属図書館事務部課長会
議（東京 医科歯科大学）
28日 国立大学図書館協議会第 4 回理事会（東京大
学）
地域共同研究センター
5月8 日 施設見学（氷見 市立稲積小学校 3 ・ 4 年生）
18日 運営委員会（持ち回り）
20日 平成10年度第l 回大学院生教育講座
28日～29日 第10回国立大学共同研究センタ一長会議（プ
ラザイン・ くろかみ宇都宮）
保健管理センター 1
5月1 日 学生定期健康診断（X線間接撮影・男子）
6 日 学生定期健康診断（経済学部）
8 日 学生定期健康診断（X線間接撮影 女子）
11日 学生定期健康診断（X線間接撮影 男子）
12日 学生定期健康診断（大学院．男子）
13日 学生定期健康診断（人文学部・ 理学部）
15日 学生定期健康診断（大学院：男子）
20日 学生定期健康診断（教育学部）
編 集 富 山 大 学庶務 部庶務 課
富山市五福3 1 9 0 
あけぼの企画株式会社
富山 市住吉町 1 丁目5 -18 
電話 （ 2 4 )1 7 5 5附
印刷所
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